
国内でもセクシュアリティを取り巻く環境が徐々に変化している。しかし
実際は、LGBTQ＋当事者の方への偏見や戸惑いが存在し、世間の表向き
の理解と現実のギャップは大きい。それは医療・教育現場も同様だ。そこ
で本書では、著者が長年にわたり行ってきた国内最大規模の調査データ
や当事者の語りをもとに、医療を必要としている当事者が戸惑うことなく
受診できるための実装方法を解説した。調査データの一部を巻末資料と
して収載。
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26年にわたる国内最大規模の
LGBTQ＋調査 “ヒダカレポート”を背景に、
実装方法を導き出す

当事者の声を医療と教育現場へつなげる―

本書で解説している内容は、著者がこれまで実施してきた
大規模調査＊データをエビデンスとしている
＊有効回答数：1999年 1,025人、2005年 5,731人、2016年 15,064人、
　2019年 10,769人、2022年 10,449人。対象：LGBTQ+

医療機関ができる具体策を提案。たとえば外来では診察券や
呼び出しの配慮、そして問診票にある質問の意図の明確化。
病棟では個室・大部屋の利用についての気配り、
スタッフ間の患者情報のあり方、「家族」の考え方などを解説

本文に掲載した図の元となる「LGBTQ＋と年齢別」に
集計した調査データを収載。貴重な資料となっている
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★掲載の情報は作成中のものです。実際の書籍とは異なる可能性があります。


